
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜八軒小学校の教育＞ 

令和３年度 学校要覧 

  
札 幌 市 立 八 軒 小 学 校  
〒０６３－０８４４  
札幌市西区八軒４条西１丁目１－８  
ＴＥＬ／(０１１) ６４２－０１５５ 
ＦＡＸ／(０１１) ６４２－４９４６ 
ＨＰ／http://www.hachiken-e.sapporo-c.ed.jp 

やさしさいっぱい  よく考え  よく遊ぶ 

豊かな心  学ぶ力  健やかな身体 

◇継続・徹底を大切にした豊かな

心を育む教育の推進 

 

・命を大切にする授業の充実 

・実践的な道徳教育の充実 

・いじめ、ミニ児童アンケート 

の実施 

 ◇自ら考え、学ぶ力を育む授業

の充実 

 

・TT・少人数指導の充実 

・専科指導（５・６年外国語 

活動／５・６年図工） 

・つながりのある家庭学習習 

 慣の確立 

 ◇自他の体を大切にし、健康や

安全に努める指導の充実 

 

・縄跳びチャレンジの充実 

・休み時間の外遊び、体育館遊 

 びの推奨 

・体力向上に向けた教育環境の 

整備 

・鉄棒、跳び箱週間の設定 

               

  ＜生活の基本的規律確立 ◆八軒小８つのじまん◆ 学習の基本的規律の確立＞   

   
①笑顔であいさつ 

②時間でスタート 

③右側、静かに、いい歩き 

④給食もりもり 

 

①目、耳、心で聞こう 

②進んで考えよう 

③進んで伝えよう 

④ふりかえろう 

   

               

信頼される学校  ＜今年度の重点目標＞ 

◇ 家庭、地域と連携し安心安全を第

一に考える学校 

 

・ＰＴＡと連動した学期初めの交通

安全指導 

・スクールガード見回り（年８回） 

・懇談会、地域訪問、個人懇談、ホ 

ームページ、学習ボランテイア等 

を通した開かれた学校 

 やさしさいっぱい、よく考え、よく遊ぶ 

～関わり、つながり、高めあう～ 

 
＜研究主題＞   進んで学び合う子の育成 

 ＜研究副主題＞  自ら動き出し 仲間と共に高め合う授業 

 ＜視点１＞    「問い」を生むために 

 ＜視点２＞    仲間と共に学び合い、価値へと向かう 

《学 校 教 育 目 標 》 

『豊かな心をもち、自ら創造しつづける八軒子の育成』 
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＜学校職員と学級編制＞ 

令和３年６月１日在籍 

＜本校の歩み＞ 

昭和４２年 

 
    

昭和４３年 

昭和４４年 

昭和４７年  

 

 

 

昭和５０年

昭和５１年   

昭和５２年

昭和５３年 

 

昭和５５年 

昭和５６年 

昭和５７年 

昭和５８年 

 

昭和５９年 

昭和６０年 

昭和６１年   

昭和６２年 

 

 

平成 ３年 

 

平成 ４年 

平成 ６年 

平成 ７年 

平成 ８年 

平成 ９年 

平成１０年 

     

平成１１年     

 

 

 

平成１２年 

 

 

校章・校歌・校木「えんじゅ」制定 

開校式 琴似中央小より５６８名が移籍 

初代校長 沼舘 彰市 発令 １５学級編制 

プール・グラウンド完成 体育館落成 

八軒池完成 

冬季五輪聖火出発式に鼓笛隊が参加 

第２代校長 曽田 正孝 着任 

教育実践発表会開催 

開校５周年式典 

児童数１，４３９名、開校以来最多となる 

第３代校長 棚川 森信 着任 

開校１０周年記念式典開催 

八軒西小学校開校（４１６名が移籍） 

開校１０周年記念研究会開催 

第４代校長 加藤 知治 着任 

グラウンド｢遊びのコーナー｣に遊具設置 

開校１５周年記念集会開催 

第５代校長 下平 登美雄 着任 

『愛の鐘』運用開始 

第６代校長 田畑 栄治 着任 

校舎増築（給食室 多目的室 観察室） 

開校記念行事『八軒子まつり』実施 

第７代校長 熊谷 靖夫 着任 

開校２０周年教育実践発表会開催 

開校２０周年を祝う会開催 

第８代校長 内藤 芳尚 着任 

プール新築工事完了 

学校五日制スタート 

第９代校長 齊籐 幸雄 着任 

温室・教材園完成  

第１０代校長 鶴賀 孝三 着任 

開校３０周年を祝う会開催 

第１１代校長 瀬戸 秀之 着任 

体育館改築工事開始 

体育館の完成を祝う会開催 

大規模改修工事（３ヵ年計画）開始 

第一期工事完成（保健室、家庭科室、図書室、 

コンピュータ室、第２音楽室） 

第１２代校長 冨田 泰 着任 

第二期工事完成（２Ｆ多目的ホール、職員トイレ、 

研修室） 

地域開放図書館『にじ色図書館』開館 

 

平成１３年 

 

平成１４年

平成１５年

平成１７年 

 

平成１８年 

平成１９年 

 

平成２０年 

 

 

 

平成２１年 

 

 

平成２２年

平成２３年  

平成２４年 

平成２５年 

平成２６年

平成２７年 

平成２８年 

 

平成２９年 

 

平成３０年 

令和 元年 

令和 ２年 

令和 ３年 

第三期工事完成（３Ｆ多目的ホール、廊下・階段塗装、 

トイレ等） 

インターネット接続工事完了 

第１回地域公開日開催 

第１３代校長 大和田 公洋 着任 

『にじ色図書館』開館５周年 

２・３階多目的ホール入り口改修工事 

学級数１８学級 児童数５２０名 

開校４０周年地域公開日・祝う会開催 

児童用新型コンピュータ設置 

第１４代校長 松本 秀明 着任 

ミニ児童会館オープン 

校舎耐震工事 

特別支援学級「虹色」開設 

通学路一部変更（八軒１・２条西１・２丁目） 

新型インフルエンザ流行により地域公開規模縮小 

『にじ色図書館』開館１０周年 

第１５代校長 駒形 武志 着任 

修学旅行を帯広方面で実施 

第１６代校長 栗原 靖 着任 

教育実践発表会開催 

放送室ＡＶ卓入替 

第１７代校長 西村 裕子 着任 

第５回教育実践発表会開催 

１・２・３階廊下の壁塗装 

開校５０周年式典・祝う会開催 

第１８代校長 松村 隆志 着任 

運動会午前開催 

第１９代校長 亀田 和人 着任 

一人一台端末使用開始 

 

＜PTA活動＞ 
令和３年度 活動方針 

コロナ禍での PTA活動の

在り方を探る 

【PTA役員】 
顧問（校長）亀田 和人 

会 長   佐々木 綱樹 

副会長   柴田 麻希子   

副会長   寺田  泉 

副会長   北口 陽子 

副会長 T  野﨑  猛 

事務局長 T 髙橋  智 

書 記   菊池 美優希 

書 記   今北 美貴 

書 記   藤本 りか 

会 計   神田 春香 

会計 T   宮腰 伸一 

監 査   阿式 有希 

 監 査   髙橋 亜矢子 

 

年 組 担任 児童数 年 組 担任 児童数 年 組 担任 児童数 校 長  亀田 和人 

教 頭  野﨑  猛 

教務主任 宮腰 伸一 

保健主事 髙橋  智 

T・T担当 今谷  孝 

・・・・ 芦田久美子 

養護教諭 山本  薫 

事務職員 玉木 可捺 

用務員  越尾 由光 

校務助手 林 あゆみ 

＜スクールカウンセラー＞ 

沼田 佳代 

＜学校評議員＞ 

佐藤 房枝 澁谷 光彦 

三田村 保 残間 渉 

＜開放図書館司書＞ 

山本いずみ 堀井 千秋 

山内加奈子 

＜外国語教育拠点校教諭＞ 

佐藤真由美 

＜にーごープロジェクト専任講師＞ 

鍛冶沢 敏 

＜学びのサポーター＞ 

菅  洋子 菊地 紀仁 

 

１ 

１ 眞嶋 彩子 34 ３ ２ 難波  舞 38 

６ 

１ 東  陽子 36 

２ 三宅 淑愛 34 

４ 

１ 渡邊  裕 40 ２ 千歩 純子 36 

２ 

１ 岩鼻 優佳 26 ２ 島田 達哉 39 

虹色 

学級 

志田真利亜 
村瀬さやか 
辻  尚樹 
結城 朋也 
北村 玲子 
（菅沼 美咲） 

14 ２ 
渡邉 勇太 

（長内 友香） 
26 

５ 

１ 関  大吾 28 

３ 芦田 祐太 26 2 田中 恭子 28 

３ １ 浪岡 育美 38 3 高橋 翔平 27 全校児童数 470 

 

校 木 

『えんじゅ』の木

は、大変堅くてとて

も丈夫であり、この

木のように八軒小

学校の子どもが、丈

夫でしっかりとし

た子どもに育つこ

とを願って、昭和４

２年に校木として

定められました。 

  校章のこころ 

黒地の台は、豊かな人

間性とたゆまざる開拓の精神、

あわせてたくましい大地を意

味します。四光星は、郷土北海

道と教育の理解を広く伸ばす

ことを表し、八つの角は、土地

の八軒を示したものです。 


